



























































































































































































































































































































































































































































































































































もたされている。詳しくは Nursing Today, vol.16,No8,2001-7, p20～23、日本看護協会出版会を参照され
たい。 
 
[7]  同 p41～42 
 
付記：本稿は大阪大学大学院文学研究科臨床哲学研究室発行の『臨床哲学』第 4 号（2002 年)に掲載され
たものである。 
